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　There are many small local village in Japan. A lot of those are now disappearing. I think we have to face 
with this issue as an architect. Meanwhile,We cannot be igrored to big city's problem,a social problem 
arising from over-population in a big city. I suggest to connect with local-problem to city-problem.
　So,I'm faced with this issue in Suzaki,Ishikawa.
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　図 6 新築棟平面図 一部 (S=1:200)















































7) 『まち建築　まちを生かす 36 のモノづくりコト
  づくり』日本建築学会 /2014,5,10
ⅰこれからの人口減少時代に建築ができること
　日本全国で人口は減少を続けており、都市はより一
層コンパクト化し、地方集落は縮小して行くだろうと
言われています。本修士設計及び研究では、そんな時
代に向かっている私たち建築家に求められることとは
一体なんなのか、考え続けていました。建築が建つこ
とによって内外の新たな空間の関係と、周辺環境の変
化が起こります。この建築の特性を、消え行く地方集
落の個々固有の空間的特性やその魅力を残し、伝える
手段として積極的に考えて行くべきだと感じます。ま
た、地方集落に新しく建築を計画する意義は非常にあ
るのではないかと考えます。
　また、都市のコンパクト化に向かう時代の一方で、
その対局にあるさいはての地に次世代の暮らしやその
基盤を見いだすという方向にも時代は向かって行くの
かもしれないとも思っています。そのような希望を
持った人々がアクションを起こすときに、このような
パブリックな空間が都市とさいはてをつなぐ重要な役
割を担うことになるだろうと感じています。
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　図 9「裏の棟」平面図 (1:200)
